
大学名
(日 本語)

(Engltth) NationdI Taichung H」 niversity of Sctence and Technology

講座タイトル
く日本語) アジアの企業経営と文化交流一アジア共同体の形成に向けて一

(Engtth) Business Management Asia and Cu ttural Exchanges Towards the Forttation oF Asian Community

2022,11 9 月 14「 1 ～ 2023!r l 月 4 とI 講座実施H置 日/Rttpll 1曜 H/ 13:25- 15:10講座実施朗問

講座対車ミ学部

及び学科名

(日 本語) 応用割本語学科、ずべての学部受講可

(EngIと )ヽ Department ofJapanese Studies,and students fFOntt all iaculties can attend

受講対象学生敬 100  名 受講対象学年 3、 4年生 講座で使う言語 に1本語、

6.「講Alの F準鶏‖(シ ラバス)

※講座担当者による講義は2回まで、その他の講師は1回のみとして下さい。

また、学外 (国 内外の)からも幅広く講師をお招き下さい←

中科枝大学
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日付

二Ittlの 日付→

仮の予定で

,入力してくださいっ
骨いませんξ 議義テーマ

講師名

(姓) (名 )

講師所属機関名

第1回 (日 本語) アジアの企業経営と文化交流の現状と展望 黎 立仁

Lin‐ Ren

園立台中科技大学

9/14 (E■ glとけ Business Managementin Asia and Cultural Exchanges Li

第2回 (日 本岳占) 東アジアにお 1)心 コロナ時代の霜用 t酪 被 共生 :そ の社会的・政治的挑戦 I也 直美 北μ道大学大字公桑獄筆大字院

9/21 (Engltth) Chi Naont

第3ロ (騒 本籍) 外国語能力と国際移動力をどのように育てるか

How to develop FOreign ian3uage sk‖ is and mobniリ

楊 武勘 日立藍南国際大学

Nationd Chと Nan univで rsi〔 v
9/28 (E■ 81と )` Yang Wu‐Hsun

第4回 (日 本語) アジアにおける日本製造業の経営実態と人材活用 浜西 貢 AGC株式会社

AGC Inc.10/5 くE■Elとh) 燕 〔じ l、 oodi(lon or(。■Jを )my manこ こCmrntな nd tilen【 u01巌 査(lon at,a,こ れで‐ mandrtttdぉ ngi市 取 fⅢn｀伍 hamanlsh mltsugu

妬5回 (日 本語) 日台間の産業交流とビジネスマッチング

Industid exchanse beぃ .ccn,apan and Tai、 van and buOncss matching

李 湘平 工業技術研究院

10/12 (Englる h) Lee Xiang‐ Ping

第6回 (R本譜) 台湾と日本の歴史的キズナ

Historical‖kizuna‖ besveen Taiwan and Japan

黄 美恵 中回文化大学

Chincsc Culturc un,cる iv
10/19 (Eれ か h) Huang Mel‐Hul

第7回 (日 本n雪〉 AI X台 中科技大学 竹 中 温雄 不絹客気設吾卜有眼公司

10/26 (Engiとh) AI X National Taichung Univcrsiり of Scicncc and Tcchnolo3y Takenaka Atsuc

第8距碑] (日 本語) コロナ禍における反省と専門知識の育成 蘇 定東 外交部 (外務省)

11/2 (Englと )ヽ Renection and training expertise under COVID‐ 19 Su Ting‐ Dong Mこnist,oF Forci8n`ゝ t■ irs

第9回 (日 本語) 台湾の二重のトツレンマ～伝統的安全保障VS,人間の安全保障～ 摩 舜右 国立中興大学

11/16 (Eれ BliSh〉 Tatwan's douも ictЁ lcmma‐ Traditional sccurity VS Human sccu玉り Liao Shun‐ Yo

武憲第10回 (日 本語 ) 愛競 とトヨタのモ′づくリー豊出佐 i4と 「くにんべんのついた)白 働化ど‐ 田中 名城大学

11/23 (Engltth) Afhiand TO,otals ainu亀 (:〔 uf苗 争すr))。 da sakldli ind iAtilo籠 attOn witll a Hunan tteateno

アジアの平れ1と 展望

Tanaka Takenori MCi,O University

第■回 (日 本語) 中戸 祐夫 立命館大学

11/30 (Engl`h) Peace and prospects in Asia Nakato Sachio FenB Chia U:liversiり

第12回 (日 本語) 持統可能な社会づくり～SDGsの視点から見る～ 小林 修 愛舟受大学

12/7 (Engiish) Creatins a sustaindも le society‐ fЮ m the perspective oF SDGs‐ Kobayashi Osamu Ehine university

第13回 (日 本離 ) 台湾における日本研究 :過去 。現在・未来

Japanese study in Tatwan:the past,today,thc ttture

徐 興慶 中国文化大学

12/14 (English) Hsu Haian8‐ Ching Chincst Cdturo UR'ヽ 〔:ヽ iv

第14園 (日 本語) 米中対立が束アジアの政治と経済に対する影響 矢板 用月夫 産経新聞台北支店

12/21 (EnBI`h) Il■ ,act of US,Chit、 a Conaict on East Asian Pohtics and Econonly Yaita Akio Sェ■kti ShiElbun Tdptt B=:〔 Hch

第15回

12/28

(日 本語) 日 のグローパルで活躍する人材 張

GIobally act市 e hul■ an resources of,apanese companies Chang
家喩

Chia‐Yu
台湾ユニクロ

Taiwan UNIQLO(Engith)

第16回 (日 本毬滸) 新しい共同体に向かって

Towards a new community

鄭 俊坤

Joon‐Kon

ユーラシア財団

El:FaSIa Found`■ tton
1/4 (■ ngl〔h〉 Chung

第17囲 (日 本語)

(EIIBItth)

(22CA IP9)


